
葉にキールはなく、背片と腹片は1点で接する。腹片の基部はほとんど下延しない。背片、腹片、
腹葉の縁は鋸歯状になる。腹片は長舌形。腹葉は中ほどでもっとも幅広くなり、楕円形、鋸歯は全
周にある。ブナ帯以上の樹幹に生育。

2020年版での新規掲載種。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Porella  fauriei  (Steph.) S.Hatt.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

クラマゴケモドキ科

兵庫県ランク…ケクラマゴケモドキ
環境省ランク… －


